
第２期鋸南町まち・ひと・しごと創生総合戦略　実施状況（令和6年度分）

基本目標 担当課 実施した事業内容 成果 課題 今後の方向性

地域振興課
まちづくり推進室

道の駅保田小学校を活用したイベントの開催
・開校記念祭等

施設全体で来場者数約91万人、売上高10億
（税込）突破
・利用者数（直売所レジ通過者数）279,468人
・出荷組合売上高 約1.7億円
・出荷組合会員数204人

開校から約10年が経過し、徐々に施設の設備・
備品が交換時期を迎え、不具合が生じてきてい
る部分が見受けられるため、計画的な修繕を実
施する必要がある。

既存のイベントだけでなく、新たなイベントの創
出により、さらなる地域への人の流入を生む。
また、中長期的な施設の保全計画を策定し、施
設の計画的な修繕により、施設の適切な維持管
理・運営を実施する。

地域振興課
農林水産振興室

農業の担い手を増やすため、大人向けの農業
体験の実施

令和6年度は大根の種まきから収穫までを題材と
し、14名の応募があったが、実施日直前に依頼
した講師の体調不良によりやむを得ず中止し
た。

農業者の高齢化、担い手不足により農業に従事
する人が減少傾向にある。

農業体験を通じて農業に関心を持ってもらい、
担い手と道の駅保田小学校直売所の出荷者の
増加につなげていく。

総務企画課
企画財政室

・通勤・通学支援助成金
・企業版ふるさと納税の推進

・通勤は5名、通学は11名を支援。
・企業版ふるさと納税として5件700千円の寄附
があり、地方創生関連事業の財源とした。

・現状では、公共交通機関の利用・蘇我以北を
対象としているが、幅広い支援を求める声が寄
せられている。また、高速バスは電車に比べ移
動時間が短いが、運賃が高いため助成金額に
ついて増額を求める声も寄せられている。
・山積する地域課題に対応していくために、積極
的な外部人材の活用が望まれる。
・企業版ふるさと納税は、前年度と比べると金額
は減少しており、新たな財源確保に向けて更な
る呼びかけが必要である。

・今後も通勤・通学支援を継続していく。
・地域活性化起業人をはじめ、地域プロジェクト
マネージャーや地域おこし協力隊など外部人材
の積極的な活用を検討していく。
・企業版ふるさと納税を希望する企業の斡旋を
行うマッチングサービスを複数導入することで、
企業との接点を増加させる。

・固定資産税納税通知書に空き家バンク制度周
知のチラシを同封。
・移住希望者への物件情報の提供。

新規登録物件：4件
成約件数：5件

・鋸南町の空き家の需要に対して、供給できる
空き家の数が少ない。また、空き家バンクへの掲
載に意欲的な所有者が少ない。
・令和3年1月から取り扱いをスタートした農地付
き空き家の認知度がまだ低い。
・移住希望者は手頃な価格帯の物件や賃貸で
の移住を希望される方も多くいるが、登録物件
の大半は売買を前提とするものとなっているた
め、登録条件等も含めた検討が必要となってい
る。

引き続き、空き家バンク制度の利用促進を行
い、新規空き家（農地付き含む）の開拓や制度
を周知していく。
なお、制度周知は、新たにチラシ等を作成して
行っていく。

ジビエイベント・花まつりの実施
観光PRイベントへの参加

・ジビエイベント　215人来訪
・花まつり　約8.1万人来訪
（水仙39,046人、桜42,945人）
→前年約6.5万人（約25％増加）

コロナ５類移行以降、中止となっていたイベント
が開催されてきたが、コロナ禍前と同じ内容のイ
ベントはできていない。ニーズに応じた内容を検
討していく必要がある。

イベントの集約・内容の再検討を実施し、ニーズ
に合ったイベントを実施していく。

①ふるさと回帰支援センターとの連携
②ちば移住・しごと相談会への出展
③安房部会合同移住相談会への出展
④ちば移住相談会への出展

①鋸南町に関する資料の設置、センターを訪れ
た移住検討者への案内対応。
②相談対応：10組13名
③相談対応：6組8名
④相談対応：11組18名

・移住希望者がいても、町内に案内できる物件
が少なく、希望にお答えできないケースが生じて
いる。
・各相談会等への参加により、移住希望者への
アプローチはできているが、その後の継続した
フォローの体制が構築できていない。

・外部人材の登用も含めた、相談体制の確立す
る。
・移住相談会等への積極的な参加による、PR及
び移住希望者への情報提供機会の創出。

建設水道課
建設環境室

〇住宅取得奨励金事業
〇住宅リフォーム補助事業
〇空家対策協議会

〇住宅取得奨励金事業
全14件　28,335千円を補助
転入者　4件・子育て世帯　6件
〇住宅リフォーム補助事業　　全17件　2,994千
円を補助
〇空家等対策計画の更新及び対策協議会の開
催

〇住宅取得奨励金事業
全14件中、転入者への補助は4件だったため、
転入者の更なる制度活用が望まれる。
町報、HPを活用した広報活動および建築確認
申請等から直接施主への紹介等により周知徹
底していく。
〇住宅リフォーム補助事業
全17件の活用があり、予定件数は達成したが、
更なる制度活用が望まれる。
〇空家件数312件、特定家屋件数60件が確認さ
れており、所有者による是正が望まれる。

〇住宅取得奨励金事業
〇住宅リフォーム補助事業
移住定住のための基盤整備として、制度の拡充
を検討しつつ継続して事業を行っていく。町外
者の制度利用を促進するため、積極的な情報
発信を行っていく。
〇令和４年度に更新した空家等対策計画に
沿って事業を進める。

基本目標２
本町への新しい人の流れ
をつくる

地域振興課
まちづくり推進室

基本目標１
稼ぐ地域をつくり、雇用を
創出する
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基本目標 担当課 実施した事業内容 成果 課題 今後の方向性

税務住民課
住民保険室

結婚新生活支援事業 実績２件 結婚に対して経済的に支援を行うことで、若年
層の移住・定住を図り、出産へと繋げたい。

引き続きホームページ・ＳＮＳ・広報誌への掲載
や県運用のチーパススマイルを活用し、周知に
ついて連携を図る。

地域振興課
農林水産振興室

出会い応援サポーターの定例会を１２回開催
し、出会い応援イベント等について話し合った。

出会い応援イベントを２回開催し、延べ人数で男
性・女性ともに１０名の参加があった。

・若者の結婚観が大きく変貌し、結婚しないとい
う選択が増加している。
・人口減少等に伴い、若者が交流する機会が減
少している。

若者が参加しやすい出会い応援イベントを開催
し、出会いの場を提供する。

保健福祉課
健康推進室

令和6年度4月より、こども家庭センターを開設。
妊娠、出産、子育てと切れ目のない支援・相談
に対応できる体制づくりに取り組んだ。
R4年度より継続して、妊娠届け出の全妊婦及び
新生児の訪問と出産・子育て応援交付金事業の
中で出産前後にアンケートを実施し、経済的・精
神的な支援を行った。
乳幼児全戸訪問では、生後4カ月までの家庭へ
訪問し、おむつ等の支給と個別の支援ニーズの
把握に努めた。

妊娠届け出時より、切れ目ない支援を行うこと
で、信頼関係の構築につながり、妊娠、出産、子
育て期と各家庭の状況把握と伴走型の支援を行
うことができた。
全家庭訪問により、核家族化・外国人家族等、
支援の個別化、多様化を把握し対応することが
できた。

核家族・外国人家族の増加により、支援のニー
ズは多様化し増えている。対応する専門職の確
保、支援体制の確立が必要。

核家族・外国人家族の増加に伴い、出産・子育
てへの個別支援は増えていく中、対応する職員
不足・資源不足の中で、利用者のニーズにどの
ように対応していけるか検討し、関係機関と協力
し合う。

教育課
教育総務室

子育て世帯の経済的負担を軽減するため、町内
の保育所、幼稚園、小学校、中学校に通ってい
る児童生徒の給食費を助成による無償化を行っ
た。対象者は、保護者と児童生徒が町内在住し
ている者に限る。
（給食費月額助成額）
幼稚園児、小学生　4,700円、中学生5,300円
保育園児　３歳以上　5,000円、３歳未満　7,600
円

給食費無償化実績
合計　404名　21,839,300円
・幼稚園児　44名　1,563,910円
・小学生　199名　8,779,790円
・中学生　114名　5,571,850円
・保育園児　47名　 3,124,400円
・特別支援　該当なし

この取組みは、実践している事例が少ないことか
ら、移住・定住を検討している方に積極的に情
報発信していきたい。

この取り組みは継続していく。

基本目標３
結婚・出産・子育ての希望
をかなえる
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基本目標 担当課 実施した事業内容 成果 課題 今後の方向性

総務企画課
総務管理室

町民の自主的な地域の特性に応じた防災活動
の推進のため、自主防災組織等が購入する資
機材、備蓄品の購入に対し補助。
【補助内容】
設立時60万円、次年度以降は事業費の2/3を20
万円を限度に補助。

【実績】
・新規設立団体：0団体
・拡充団体：1団体
・カバー率：76.6%（令和6年度末）

・順調に拡大しているが、新規団体が伸び悩み
気味。
・人口減少や地域の高齢化が進み、組織運営
の将来不安は否めない。
・各地域の防災意識に乖離があるのも事実、民
度を同じレベルに向上させる必要がある。

・地域全体の防災意識の向上に向け、防災訓練
や防災講演会、講習会、研修会などの実施。
現在の補助制度の維持。
・個々の自主防災組織の活動内容の充実と横
のつながりの強化。

総務企画課
企画財政室

・業務改善に向け、職員によるDX推進プロジェ
クトチームにおいて施策の検討を実施。
・新しい公共交通体系を構築するためAIオンデ
マンド交通の実証運行を4月から9月末まで実
施。

・プロジェクトチームでは文書管理システムの導
入の提案書の提出があった。
・AIオンデマンド交通は、4月から9月末までで1
日あたり4.13人の利用があった。

・町職員には、デジタル専門人材が存在しない
ため、デジタル化の推進が難しいが、職員プロ
ジェクトチームの設置によって、職員のデジタル
化への意識醸成につながった。
・AIオンデマンド交通の本格運行に向けた利用
促進。

・自治体情報システムの標準化・共通化に向け
作業を進める。
・町の実情にあったDXが推進できるよう取組を
検討していく。

地域振興課
まちづくり推進室

・高校生を対象とした、面接練習セミナー、進路
セミナーを実施

・高校生の夏休み期間中に開催された面接練習
セミナーは２１名が参加、進路セミナーは182名
が参加。

・高校生の卒業後の就職は都心を選ぶ学生が
多く町内、近隣市に残る学生はなかなかいな
い。

・引き続き、他市と連携してセミナー等開催に向
け準備を進める。

建設水道課
建設環境室

ゴミ拾いのイベント事業 ・年2回の清掃活動を実施し、5月のゴミゼロ運動
では8ｔ、12月の一斉清掃では8ｔのゴミを収集し
た。
・その他環境関連イベントの実施はなかったが、
住民主体の環境美化団体の活動が行われてお
り、収集・処分等の支援を行った。

環境関連のイベントは実施せず、周知のみと
なった。

・年2回の清掃活動は継続して行う。また、環境
美化団体の清掃活動の支援に引き続き取り組
んでいく。
・環境関連のイベントの実施については、環境
美化団体とも連携しつつ、検討していく。

教育課
生涯学習室

・中央公民館では「鋸南町の魅力」や「親子で学
ぶ」をテーマに教室を開催。
①フラワーアレンジ教室３回
②染め物教室（たたき染め・さくら）各１回
③おとなの修学旅行（移動教室）鋸山貯蔵ワイン
庫見学・鋸山美術館）
④親子星空観察（富山地区ふらっとと共催）
⑤親子で浮世絵工作・双六体験
⑥親子でキエーロ作り
・歴史民俗資料館学芸員による児童生徒から高
齢者までのふるさと教育を実施。
・海洋センターでは、小学校の低学年・高学年を
対象とし、夏休みに自然体験活動を盛り込んだ
BG塾を開催。

・年間20教室の開催
・小中学校と連携し、ふるさと教育をすすめた
・老人会、高齢者学級、放課後子ども教室、民
生児童委員研修、町外からの依頼を含め、２３教
室を開催。

・親子教室開催の際は、人数の確保が困難
・ガイドボランティア人材や、町の歴史や文化財
の知識を有する人材（学芸員）の育成や配置が
課題

この取組は継続していく。

教育課
教育総務室

①「持続可能な鋸南町を目指して」をテーマに
小学校６年生が考えた①自然の魅力を伝えよう
②歴史の魅力を伝えよう③あいさつがあふれる
町にしよう④災害に強い町にしよう、の４つの提
案に総合的な学習の時間に取組んだ。その後、
教育の日に全員で発表し、中学生も小学生の取
組に感銘を受けた。
②中学校１年生は、フィールドワークで町内の史
跡巡りや職業調べ等の発表をした。３年生は、修
学旅行先で、鋸南町でも取り入れたらよいと思う
観光について食べ歩きができるもの、体験がで
きるもの、ライトアップ等夜も楽しめる観光スポット
などの提案がされた。

「鋸南町」をテーマに、その魅力・課題・解決策
について、子どもたちが真剣に考え、発表するこ
とで、郷土への愛着を深めることができた。
町の歴史を学び、町の素晴らしさを再認識する
機会となった。また、子どもたちがお互いの取組
への理解を深めることができた。併せて、新たな
価値観等の発見にもつながった。

新たな教科の増など、小学校における地域学習
の授業時間の確保が年々難しい状況である。

この取組みは継続していく。

基本目標４
ひとが集う、魅力あるまち
づくりを推進する
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第２期鋸南町まち・ひと・しごと創生総合戦略　進捗状況（令和６年度分）

現在値

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年
中間

（令和5年）
最終

（令和7年）

事業所数 事業所 382 355 355 355 355 378 375

農業法人の参入数 社 1 2 2 1 0 2 4

観光入込客数 人 1,352,810 1,255,239 1,453,342 1,475,133 1,571,558 1,500,000 1,700,000

年間の転出超過人数 人 116 70 44 0 25 85 75

観光入込客数（再掲） 人 1,352,810 1,255,239 1,453,342 1,475,133 1,571,558 1,500,000 1,700,000

空き家バンク登録件数 件 9 7 8 15 4 10 10

出生数 人 15 11 15 9 20 30 35

婚姻件数 件 11 13 13 7 6 25 30

鋸南町を住みよいと思
う住民の割合

％ 51.8 41 48 47 62.3 55 60

子どものふるさと教育
の実施回数

回 3 10 16 19 11 6 10

自主防災組織率 ％ 67.1 76.6 76.6 76.6 76.6 80 90

実績区分（現在値：令和2年との比較）　

■：改善 5 7 6 7

■：変化なし 0 1 1 0

■：悪化 6 3 4 4

基本目標４
ひとが集う、魅力あるまち
づくりを推進する

基本目標３
結婚・出産・子育ての希
望をかなえる

基本目標２
本町への新しい人の流
れをつくる

基本目標１
稼ぐ地域をつくり、雇用を
創出する

目標値
単位指標名基本目標

実績値

実績区分（現在値令和2年との比較） ■改善 ■変化なし ■悪化


